
 

質問に対する回答について 
工事名）秋田自動車道 黒沢工事  

質問事項と回答 

番号 質問事項 回   答 

１ 

単価表 番号 44 7-（1）基礎杭 
場所打ちコンクリート杭（人力掘削） 
機械掘削に変更することは可能でしょうか。 

共通仕様書 7-2-4（2）に示す通りです。施工機械

については、任意性のあるものになりますので貴

社の施工計画に基づきお考えください。 

２ 

割掛対象表参考内訳書 
【共通仮設費】の工事用機械分解組立費（基礎杭）

に、クラムシェル 0.4m3 が 1 台 2 往復計上され

ていますが、使用する場所は黒沢橋 P1 及び黒沢

川橋 P3 と考えてよろしいでしょうか。 
使用場所が上記の場合、単価表 番号 44 7-（1）
基礎杭 場所打ちコンクリート杭（人力掘削）と

相違すると思われますが、どの様にお考えでしょ

うか。 

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

３ 

特記仕様書 28-4 構造物掘削 
構造物掘削 特殊部Ｄの作業内容 3）において、

「Ｐ１橋脚施工ヤード」と「自工区仮置場」に運

搬する土量の内訳をご教示願います 

設計図書に基づき貴社の施工計画にてお考えく

ださい。 

４ 

図面 用排水溝詳細図 43/48 
P-Bx-0.30-0.30 の数量表に掘削、残土、埋戻しの

数量がありません。数量をお示し願います。 

設計図（1/7）本線 43/48 に示す通り、据付けのみ

で掘削、埋戻し等は含まないものとお考えくださ

い。 

５ 

橋梁下部工のコンクリートに使用するセメント

は、高炉 B 種でしょうか。ご教示願います。 
共通仕様書 8-2-3 に基づきお考えください。 

６ 

本件の工事に伐採は含まれるでしょうか。ご教示

願います。 
特記仕様書 29-1（1）に示す通りです。 

７ 

特記仕様書２８－７基礎杭 
深礎杭のモルタルライニングは、金網入り吹付コ

ンクリートでしょうか。また、設計基準強度につ

いてご教示願います。 

設計図（4/7）黒沢橋下部工 38/38 及び設計図（5
/7）黒沢川橋下部工 29/90・30/90・90/90 に示す

通りです。また、基準強度について共通仕様書 7
-2-3 に示す通りです。 

８ 

特記仕様書２８－７基礎杭 
基礎杭裏込めグラウトの仕様についてご教示願

います。 

共通仕様書 7-2-3 に示す通りです。 

９ 

上部路床、下部路床に使用する TN ズリの規格の

適合判定は、黒沢工事には含まれないと考えて宜

しいでしょうか。   

共通仕様書 2-7-2 に示す通り本工事に含むものと

お考えください。 



１０ 

ﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙの電源は商用電源または発動発電機の

どちらと考えれば宜しいでしょうか。  
貴社の施工計画に基づきお考えください。 

１１ 

工事用仮桟橋の設置期間は上部工工事完了まで

と記載されておりますが、上部工工事の完了期日

をご提示ください。    

特記仕様書 28-14 に示す通り、本工事は工事用仮

桟橋の設置のみとなり、上部工工事へ引渡し後

は、他工事で撤去を行うものとなります。 
 

１２ 

工事用の仮桟橋の鋼材等の材料は全て中古の購

入と考えて宜しいでしょうか。   
ボルト・ナット類は新品とお考えください。なお、

交付図書を訂正致しますので、後日訂正公告をご

確認ください。（3 月 3 日掲載予定） 

１３ 

R5.3.1 に公共労務単価の更新がありますが、今

回、採用されている労務単価は R5 年度単価を採

用していると考えて宜しいでしょうか。 

令和 5 年 2 月 21 日掲載の質問番号 9 に対する回

答を参照ください。 

１４ 

黒沢橋、黒沢川橋の使用開始時期が特記に記載さ

れておりますが、工事量から勘案すると非常にタ

イトであると思われます。使用開始の時期につい

て協議･変更は可能と考えて宜しでしょうか。 

監督員が必要と認めた場合について、別途協議事

項とお考えください。 

１５ 

特記仕様書 28-4 構造物掘削 単価表の項目

欄「構造物掘削 特殊部 A」の１）に「低振動対

策バイブロハンマを使用・・・」とありますが、

施工方法欄では「電動式バイブロハンマ」とあり

ます。どちらを使用するかご教示ください。

     

令和 5 年 2 月 24 日掲載の訂正公告をご確認くだ

さい。 

１６ 

特記仕様書 28-4 構造物掘削 単価表の項目

欄「構造物掘削 特殊部 B」の１）に「無振動対

策の油圧式杭圧入引抜機・・・」とありますが、

施工方法欄では「電動式バイブロハンマ」と「無

振動油圧式杭圧入引抜機」とあります。施工方法

をご教示くだください。 

設計図（7/7）参考図 12/21 に示す通りです。 
 

１７ 

特記仕様書 28-4 構造物掘削 単価表の項目

欄「構造物掘削 特殊部 C」の引抜の施工方法を

ご教示ください。   

特記仕様書 28-4 に基づきお考えください。 
 

１８ 

特記 p.22 道路掘削（土砂表土Ａ）の 2)「本線下

部路体への・・・」とありますが、下部路床では

ないでしょうか、ご提示願います。 

特記仕様書 28-2 に基づきお考えください。 

１９ 

特記 p.22 道路掘削での土質説明記載で土砂（表

土）の土質区分は土砂Ｃとありますが、土砂 E で

はないでしょうか、ご提示願います。  

その通りお考えください。なお、交付図書を訂正

致しますので、後日訂正公告をご確認ください。

（3 月 3 日掲載予定） 



２０ 

特記 P.22 道路掘削（土砂Ａ）における本線路体

部土量と裏込め盛土量の配分をご提示願います。 
設計図書に基づき貴社の施工計画にてお考えく

ださい。 

２１ 

特記 P.22 盛土工（B3）における本線路体部土

量と裏込め盛土量の配分をご提示願います。

  

設計図書に基づき貴社の施工計画にてお考えく

ださい。 

２２ 

特記 P.22 盛土工（B1～B3）における TN ずり

の土質区分をご提示願います。 
令和 5 年 2 月 24 日掲載の訂正公告をご確認くだ

さい。 

２３ 

構造物掘削（特殊部Ｂ）におけるアンカー工の土

質性状が不明なので、開示願います。 
    

設計図（5/7）黒沢川橋下部工 35/90～41/90 に基

づきお考えください。 

２４ 

擁壁工土土留め工図（１）の平面図にて、妻部に

クリアランスなしで H 鋼が配置されていますが、

打設不可能と考えます。配置を再検討した場合に

変更対象となるのでしょうか、ご提示願います。 

監督員が必要と認めた場合について、別途協議事

項とお考えください。 

２５ 

構造物掘削特殊部Ａ～C において、鋼製山留材の

撤去時に発生するスクラップ費用は計上します

か、ご提示願います。   
  

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

２６ 

物価資料は何月号を使用していますか、ご提示願

います。     
積算に関する質問にはお答えできません。貴社に

て積算願います。 

２７ 

構造物掘削（特殊部Ｂ）におけるアンカー工の土

質性状が不明なので、開示願います。 
設計図（5/7）黒沢川橋下部工 35/90～41/90 に基

づきお考えください。 

２８ 

黒沢川橋下部工図 73 の P4 橋脚仮土留め工詳細

図において、山留数量表の消耗材の数量が火打ち

ピースを含めた小計の 4％となっています。火打

ちピースは抜いた数量の合計（256.63ｔ）に消耗

品費率 4％を掛けた数量（10.265ｔ）ではないで

しょうか、ご提示願います。  

その通りお考えください。なお、交付図書を訂正

致しますので、後日訂正公告をご確認ください。

（3 月 3 日掲載予定） 

２９ 

構造物掘削特殊部 D－鉄筋挿入工－における地

質分類をご提示願います。  
   

設計図（2/7）補強土壁工 32/36 に基づきお考えく

ださい。 



３０ 

工事用道路（参考図 11/21）特記 P.11 において、

本線へのルートは 2 ルート（3 国道 107 号－2 付

替市道、3 国道 107 号－1 市道上黒川線）ありま

す。この 2 ルートの使い分けをご提示願います。 

特記仕様書 11 に示す「秋田自動車道 黒沢川橋 P
1・P2 下部工工事（仮称）」で市道上黒沢線上に P
1 橋脚の施工を予定しており、施工着手後は付替

市道のみの使用を想定しています。なお、P1 橋脚

の施工着手時期は、工事工程表（概略工程表）に

示す期間（R5.6～R7.6）の内、R6.4～を予定して

います。 

３１ 

本工事における経費区分をご提示願います。

     
積算に関する質問にはお答えできません。貴社に

て積算願います。 

３２ 

用・排水溝（P-Bx-0.30-0. 30）金抜き設計書（N
o.25）は、本線図 43/48 によると据付工のみと考

えられますが他作業（掘削、埋戻し他）は含まな

いということでよろしいでしょうか、ご提示願い

ます。 

その通りお考えください。 

３３ 

地盤改良工-中層混合処理Ａ（金抜き設計書 No.6
9）における工事用機械分解組立費は考慮してい

ますでしょうか、ご提示願います。 

割掛対象表参考内訳書【共通仮設費】に示す通り

です。 

３４ 

工事用桟橋図(7/44)数量総括表の覆工板の単位重

量が 424.0kg/m2 と記載されておりますが、212.
0kg/m の誤記ではないでしょうか。 

覆工板について、正しくは 212kg/m2 となりま

す。交付図書を訂正致しますので、後日訂正公告

をご確認ください。（3 月 3 日掲載予定） 

３５ 

特記仕様書の 28-4 構造物掘削 単価表項目欄

「構造物掘削 普通部 A-2」 作業内容欄「１）

黒沢橋 P3 橋脚部の掘削」と記載されていますが、

黒沢川橋 P3 橋脚部で良いでしょうか。 

令和 5 年 2 月 24 日掲載の訂正公告をご確認くだ

さい。 

３６ 

特記仕様書 P29～30 28-12 地盤改良工 (4)施
工「工事用水は近隣地域等から調達」とは、近傍

の河川のどこを指すのでしょうか、御教示願いま

す。 

給水場所の指定はありませんので、貴社の施工計

画に基づきお考えください。 

３７ 

割掛対象表内訳書の【共通仮設費】「地盤改良工

における中層混合処理機が重量 20ｔを超えます」

ので、重建設機械の分解・組立及び輸送に要する

費用に該当するのではないでしょうか、御教示願

います。 

割掛対象表参考内訳書【共通仮設費】に示す通り

です。 

３８ 

工期の関係で冬期に養生を行ってｺﾝｸﾘ-ﾄ工事を

行うことは可能でしょうか。またその養生費用は

変更事項になると考えて宜しいでしょうか。 

特記仕様書 10-2 に示す通りです。 

３９ 

直接工事費の中で経費対象額から控除される項

目をご提示ください。 
積算に関する質問にはお答えできません。貴社に

て積算願います。 



４０ 

特記仕様書の「10-3 河川内工事における施工時

期」に工事用仮桟橋(河川部)の施工期間は 10 月 1
日～翌 3 月 31 日と記載されておりますが、仮桟

橋のどこからを河川部と考えてよろしいでしょ

うか。ご提示願います。 

設計図（6/7）工事用仮桟橋 1/44 に示す河川区域

の範囲（KP2~KP10 付近）とお考えください。 

４１ 

金抜設計書番号 39～41 基礎杭-場所打ちコンク

リート杭-人力掘削（φ25000、φ3000、φ1000
0）について、軟岩部は発破による破砕を見込まれ

ておられますか、ご教示願います。 

設計図書に基づき貴社の施工計画にてお考えく

ださい。 

４２ 

設計図黒沢橋下部工 20/30、黒沢川橋下部工 60/9
0 に記載のφ10000 の仮設ライナープレート及び

補強リングについて、仮設ライナープレート及び

補強リングの材料費は新品購入・スクラップ計上

との理解で宜しいでしょうか、ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

４３ 

特記仕様書 P12 13-4（1）工事用道路の散水・

清掃等の維持に要する散水車の運転は 1 日当た

り何時間を見込まれておられますか、ご教示願い

ます。 

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

４４ 

特記仕様書 P12 13-4（2）泥落とし装置（乾式・

全輪型）の設置期間は何ヶ月を見込まれておられ

ますか、ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

４５ 

特記仕様書 P12 13-4（3）使用する高圧洗浄機

の仕様をご教示願います。 
貴社の施工計画に基づきお考えください。 

４６ 

特記仕様書 P12 13-4（3）水を貯める水槽が必

要と思われますが、水槽の費用は見込まれておら

れますか、ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えください。 

４７ 

特記仕様書 P32 材料費について、材量区分は中

古品と記載されていますが、摩擦接合用高力ボル

ト六角 F10T は締付けトルクの観点から新品と

の理解で宜しでしょうか、ご教示願います。 

ボルト・ナット類は新品とお考えください。なお、

交付図書を訂正致しますので、後日訂正公告をご

確認ください。（3 月 3 日掲載予定） 

４８ 

設計図工事用仮桟橋工 13/44 台座ピースについ

て、台座ピースの製作に要する費用は金抜設計書

番号 76-工事用仮桟橋工-上部工設置に見込まれ

ておられますか、ご教示図います。 

その通りお考えください。 

４９ 

設計図工事用仮桟橋工 16～18/44 仮桟橋覆工板

は、図面に記載通りすべり止め加工も見込むとの

理解で宜しいでしょうか、ご教示図います。 

その通りお考えください。 



５０ 

設計図工事用仮桟橋工 19/44 曲げプレートにつ

いて、曲げプレートの曲げ加工費は金抜設計書番

号 76-工事用仮桟橋工-上部工設置に見込まれて

おられますか、ご教示図います。 

その通りお考えください。 

５１ 

設計図工事用仮桟橋工 31～27/44 プレートにつ

いて、スチフナープレート・ベースプレート・ト

ッププレート等のボルト接合部についての孔あ

け加工費は、金抜設計書番号 77-工事用仮桟橋工

-下部工設置に見込まれておられますか、ご教示

願います。 

その通りお考えください。 

５２ 

設計図工事用仮桟橋工 28/44 支持杭接合部につ

いて、プレートの孔あけ加工費は、金抜設計書番

号 77-工事用仮桟橋工-下部工設置に見込まれて

おられますか、ご教示願います。 

その通りお考えください。 

５３ 

設計図工事用仮桟橋工 43/44 ダウンザホールハ

ンマの削孔部の充填材について、充填材の砂・モ

ルタルの規格・仕様についてご教示願います。 

特記仕様書 28-14（3）に基づきお考えください。 

５４ 

金抜設計書番号 76 工事用仮設桟工下部工につ

いて、設計図工事用仮桟橋工 44/44 に示すダウン

ザホールハンマ施工以外の部分の橋脚杭Ｌ1 部分

（継施工の上部、重量：85.096ｔ）の設置に要す

る手間は、図面 43・44/44 に記載の数量集計に記

載がございませんが、この単価項目に見込まれて

おられますか、ご教示願います。 

その通りお考えください。 

５５ 

金抜設計書番号７７ 工事用仮設桟工上部工に

ついて、鈑桁部材の単価は見積りでしょうか、ご

教示願います。 

積算に関する質問にはお答えできません。貴社に

て積算願います。 

５６ 

設計図参考図 7/21 ターンテーブルの運転につ

いて、ターンテーブルの重量は 10ｔですが、設

置・撤去に要する費用を見込まれておられます

か、ご教示願います。 

ターンテーブルの設置・撤去に係る費用は含まれ

ます。 

 


